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(a)ビーム偏向用小型マグネ ット (A型） (c)動物実験用マグネット (C型）
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を用いた 。磁極断面 7.3X7.3cm2, 磁極間隙
3.5cmとし，励磁コイルには B型と同一のタイ
プを用い連続運転ができるようにした。
















































































plex 0.1cc)を使用し， 13X13X 10c面 のアクリ
ル板積階形ファントムを用いた。測定に先立ち，
電子線と制動放射X線の分離状況をフィルムで
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深約 1cm, 80％の深さ約 5cmであ った。これを
深部鼠百分率の標準データ13) と比較すると ，約
























極間に挿入した （写真 4(b)）。 この状態で磁束
密度0.2T,311芋間連続で磁場を印加した。今l』
の実験にf共したハムスターには，側版に直径約
表1 表面近傍の線囲におよぼす二次電子の影響 (SSDl00cm, FS 4 X 4 cmり
WCo T線 6MV X線
深さ OT 0.2T 深さ OT 0.2 T 
(mm) (%) （％） (mm) （％） (%) 
゜
1 7 5 1 7.3 
゜
8 5 8.0 
1 71.3 71 1 1 431 4 2.5 
2 89.3 89.1 3 6 9.7 69.1 
3 9 9.3 99.3 5 82.3 81.8 
4 1 00.0 99.9 7 89.6 88.9 
5 99 0 9 9.8 ， 9 5.5 9 5.0 
6 99.8 99.8 1 98.0 9 7.9 
7 9 9.5 9 9.4 13 1 DO 0 9 9.8 
8 99.3 99.2 1 5 9 9.1 9 9.1 ， 97.7 97 6 1 7 97.9 9 7 8 
1 0 97.0 96.9 1 9 97 6 97.6 
(a)動物の保定容器 (b)磁界印加の状況
写真 4 動物実験
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